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い
わ
ゆ
る
「
覇権」
問
題につ
い
b、
米
中
目一
言闘の
協力
関係
と
い
「
玉
虫
色」
餓
で

山＠A茶、
私
も
す
そ
れ
は
す
で
に
上
海コ
ミ品
ニ
ケ
以

て、
普
通
的
な
外
交
原
別
で
あ
る
と
う
新
外
交
構
想
を
打
診
す
る
の
だ
と
で
に
こ
の
欄
セ
も
述ベ・に
よ
う
に、

来
の一
段
原
則
の
迫
認
で
あり、
国

いっ
た
怒
阪
づ
け
をお
こ
ない
た
い
い
う。

今
回
の「
驚
権」
関
穂は、「
埼経」
家
闘
の一
利・
議
事乞
有
す
る
条
約

滋向
の
三

木首相
は、
日
米首
脳会

以
上
の
よ
う
な
筋
穣
き
が
も
し
も
と
い
う
雷

神宮尾
が
中
一国一ぃ」
は
も
は
交一段の
な
かの
閉
館
で
は
な
い。

談

。めと、γ
こ
の
八
月
中
に
も訪
中
事
笑
だ
とす
れ
ば、
そ
れ
はわ
が
国
や一
役
名詞
で
は
な
い
の
と
同
様、

第三
に
は、
中
ソ
冷
戦
と
も
思
わ

し
て、
日
中
平和
友
好
条
約
守山富
と・
に
とっ
て

外交上
の
万
向
転
換に
待
決
し
て一
段
論や
普
沼
町
門
則
の
閥
れ
る
ア
ヲ
ア
の
国
際
環携
の
な
か
に

ぜ
め
よ
う
と
し
て
い
る
し
い
鼠
穴
な
問
題
で
あ
る
と
同
時
題
な
ど
ゼ
は
な
い。

あ
る
日
本
の
立
場と
ア
メ
リJ
刀
の
立

4
F
と
の
報道
が
あっ

きほ

霊的
に
異
なっ
てい
る。

議

店
舗
回

心……一一一一
審
謬
語
辞
認
識人

れ
許
諾り
誌の

＋aB
め
た
の
は、
去る
六

：
j
it
－－
、．
j
it－
－－：・・
j
i－－
zt
e

援
事的・
政治
的
影
響
力が
な
く、

一
寸
月
十八
日の
日
米
協

．

将
殿

総
動

日
y
関係
と
い
う
専の
震
が
な

会
に・お
け
る
キッ
シ

く、
わ
が
留
の
安全
保
障
と
い
う
切

ツ
ジャ
1
米
国
務
長官
の
演
説
か
に、
い
か
に
も一一一
木笛
相
の「
外
交

第こ
に
は二
午ッ
シ
ン丹
、
1
筑

官、な
問
題が
まっ
た
く
存
在し
な
い

ら、
ア
メ
D
カ
も
「
潟市世」
反
対
の
哲
学」
に
ふ
さ
わ
し
い
構
想
で
あ
ろ
税
を、
い
わ
ゆ
る
「
弱点惜」
反
対
の
の
な
ら、
米
中
日一一一
国一
の
連
携も
同

立
織に
ある
こと
霊臨
み
と
り、
従
う
が、
果
た
し
て、
事
煎
を
そ
れ
ほ
表
明
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
るか

四窓
大
い
に
結構
な
の
だ
が、
現
実

っ
て、
田中
関係
の
強
化
が
日
米
関
ど単
純
に
考
えて
よ
い
の
で
あろ
う
ど
う
か、
安川
大
使に
よ
る
確認
を
は
まっ
た
く
そ
う
で
は
ない。

係
の滋
化
につ
な
が
る
と
考
え
た
か
か。

得
た
に
し
て
も、
テ・午
ス
ト
そ
読
む

や
は
り一ニ
木
首
相
の「
覇
権」
怒

ら
で
あっ
て、一二・不
首
相
と
し
℃

ま
ず
第一
に、
「
期
様」
問
題
に
か
ぎ
り、
問
題
は
残
るJ
た
と
え、

識
を
問うべ
き
で
あ
るっ
か。

は、
来
るべ
き
日
米首
脳
会設
を逸
つ
い
て
の
首
相
の
替え
は、
結
局、

ア
メ
主刀
が
「
覇権」一反
対
で
も、
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